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サマリー

17/3期 18/3期

実績 予想 実績 予想差 前期差

売 上 高 1,037 1,100 1,187 87 150

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費
（△43） （△50） （△49） 1 △6

営 業 利 益 39 40 32 △8 △7

経 常 利 益 32 35 28 △7 △4

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 35 30 29 △1 △6

Ⅱ.2018年３月期実績

主要需要先である建設機械業界と自動車業界の堅調な需要環境の中、
売上高は増加した。

営業利益は、売上増にともなう増益効果はあったが、
主として原材料価格上昇等によるコスト増の影響を補いきれず減益となった。

（加速させた設備・研究開発投資のコスト負担分を吸収するまでには至らなかった。）

純利益は、カナダ子会社で繰延税金資産を取り崩したが、
期初公表値は、ほぼ確保した。

（億円）
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1,037

＋107

△7

+50

売価

1,187

海外子会社
為替換算差

売上
数量増

売上高・営業利益の変化要因

39
その他

△3

32

＋50

+17

△65

△6

売上
数量増

研究開発費
減価償却費

原材料価格

売価

17/3期 18/3期

17/3期 18/3期

営業利益

売上高
（億円）

（億円）

Ⅱ.2018年３月期実績
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（億円）

セグメント別売上高・営業利益

17/3期 18/3期

実績 予想 実績 予想差 前期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 402 500 529 29 127

営 業 利 益 13 21 16 △5 3

ば ね
売 上 高 467 438 479 41 12

営 業 利 益 15 12 9 △3 △6

素 形 材
売 上 高 95 101 108 7 13

営 業 利 益 4 2 1 △1 △3

機 器

装 置

売 上 高 94 85 93 8 △1

営 業 利 益 6 4 4 0 △2

そ の 他
売 上 高 36 35 39 4 3

営 業 利 益 2 1 1 0 △1

連 結 調 整
売 上 高 △57 △59 △61 △2 △4

営 業 利 益 0 0 0 0 0

合 計
売 上 高 1,037 1,100 1,187 87 150

営 業 利 益 39 40 32 △8 △7

特殊鋼鋼材事業は、小幅な増益に留まり、ばね・素形材・機器装置事業は減益となった。

Ⅱ.2018年３月期実績
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17/3期 18/3期

実績 予想 実績 予想差 前期差

営業利益 39 40 32 △8 △7

営業外損益 △7 △5 △4 1 3

為替差損益 △1 0 △2 △2 △1

持分法投資損失 △7 △4 △4 0 3

経常利益 32 35 28 △7 △4

特別損益 22 11 30 19 8

段階取得に係る差益 0 0 ※ 25 25 25

株式売却益 21 10 4 △6 △17

税引前利益 54 46 58 12 4

税金費用等 △19 △16 ※※ △29 △13 △10

親会社株主に帰属する当期純利益 35 30 29 △1 △6

 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ鋼材事業合弁会社（JATIM社）での販売拡大が寄与し持分法投資損失が改善した。
特別損益としてJATIM社のﾏｼﾞｮﾘﾃｨｰ取得に伴う「段階取得に係る差益」を計上したが、

一方でｶﾅﾀﾞ子会社の繰延税金資産を取り崩した。
また、予定した政策保有株式売却は時期ズレ等により一部に留まった。

（億円）

営業外損益・特別損益影響

※JATIM社のマジョリティ取得により、株式取得に係る段階差益を計上しています。
※※カナダにある連結子会社MSSC CANADA INC.において繰延税金資産の取り崩し（△15億円）を実施しています。

Ⅱ.2018年３月期実績
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（億円）

通期業績予想
需要は引き続き堅調に推移するものと見ており、売上高は、JATIM社とAhle社（ドイツ

ばね製造会社）の連結子会社化等もあり、1,400億円を見込む。
【JATIM社：87億円（内36億円グループ内売上）、Ahle社：36億円】

営業利益と経常利益は、特殊鋼鋼材事業を中心とした価格改善を進め増益を図る。
（将来の成長に向けた戦略投資、研究開発は継続する）

当期純利益は、前期レベルの30億円を見込む。

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

18/3期 19/3期

実績 予想 前期差

売 上 高 1,187 1,400 213

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費
（△49） ※（△52） （△3）

営 業 利 益 32 50 １8

経 常 利 益 28 45 17

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
29 30 1

※連結子会社化したJATIM社とAhle社の減価償却費は含まず。
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1,187

＋1

＋34
＋55

＋123

売価

1,400

売上数量増

連結調整
その他

JATIM社、Ahle社
連結子会社化

32

△3

△1 +3

＋55 △33

+13

売上数量増

研究開発費
減価償却費

売価

原材料価格

JATIM社
連結子会社化

その他コスト改善

50
（除くJATIM社、Ahle社）

△16

売上高・営業利益の変化要因

18/3期 19/3期

営業利益

売上高
（億円）

（億円）

18/3期 19/3期

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
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（億円）

セグメント別業績予想

18/3期 19/3期

実績 予想 前期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 529 712 183

営 業 利 益 16 28 12

ば ね
売 上 高 479 503 24

営 業 利 益 9 14 5

素 形 材
売 上 高 108 114 6

営 業 利 益 1 3 2

機 器

装 置

売 上 高 93 106 13

営 業 利 益 4 4 0

そ の 他
売 上 高 39 37 △2

営 業 利 益 1 1 0

連 結 調 整
売 上 高 △61 △72 △11

営 業 利 益 0 0 0

合 計
売 上 高 1,187 1,400 213

営 業 利 益 32 50 18

特殊鋼鋼材・ばね・素形材事業は増益、機器装置事業は前期並みを見込む。

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
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通期業績予想（営業外損益・特別損益影響）

 JATIM社の連結子会社化に伴い、同社分の支払金利負担が増加する。
政策保有株式については、前期の時期ズレ分を売却する。

（億円）

18/3期 19/3期

実績 予想 前期差

営業利益 32 50 18

営業外損益 △4 △5 △1

為替差損益 △2 0 2

支払利息 △4 △10 △6

持分法投資損失 △4 0 4

経常利益 28 45 17

特別損益 30 3 △27

段階取得に係る差益 ※ 25 0 △25

株式売却益 4 2 △2

税引前利益 58 48 △10

税金費用等 ※※ △29 △18 11

親会社株主に帰属する当期純利益 29 30 1

※18/３期実績にはJATIM社のマジョリティ取得により、株式取得に係る段階差益を計上しています。
※※18/３期実績にはMSSC CANADA INC.において繰延税金資産の取り崩しを実施しています。

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
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財務状況・経営指標

17/3期 18/3期 19/3期

通期 通期 予想

総資産 （億円） 1,351 1,537 -

純資産 （億円） 670 722 -

自己資本比率 （％） 44.7 ※ 40.7 -

売上高経常利益率 （％） 3.1 2.4 3.2

ROE （％） 5.9 4.7 4.7

配当 (円） ※※ 60.0 60.0 60.0

配当性向 （％） 26.3 31.8 30.8
※JATIM社の連結子会社化の影響を除いた場合、自己資本比率は44.5％となります。

※※2017年10月１日付で株式併合（10株を1株に併合）を実施しておりますが、17/３期の配当につきましては
同連結会計年度期初に当該株式併合が行われたと仮定した金額を記載しています。

 18/３月期の総資産は、JATIM社の連結子会社化に伴い、 140億円増加した。
自己資本比率の低下は、JATIM社の連結子会社化によるものである。
配当については、継続して１株当たり60円を予定している。

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
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減価償却費設備投資

JATIM社 ６
Ahle社 １

37

8
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16/3期実績 17/3期実績 18/3期実績 19/3期予想

15

11

18

研究開発費・設備投資・ 減価償却費

減価償却費

17/3期実績16/3期実績

設備投資

18/3期実績 19/3期予想

53

36

（億円）

※研究開発にかかわる減価償却費を含む

研究開発については、中期経営計画に沿って進めている。
連結子会社化したAhｌe社、JATIM社に積極投資を行うとともに、国内では、室蘭（鋼材）の

戦略投資、千葉製作所マザー工場化の設備投資が本格化する。

（億円）

103 （億円）

【研究開発費】

【設備投資・減価償却費】

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
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売上
402

17/3期
実績

18/3期
予想

＜18/３期予想 （2017.11月時点）＞

 前年同期を上回る販売量の水準は、下期も
継続する見通しである。

 国内の旺盛な需要を取り込む。

 原材料価格上昇によるコスト増について引き続き
売価の引上げを図っていく。

売上
500

18/３月期予想

前
期
未
反
映
分

17/3期
実績

18/3期
実績

売上
529

売上
402

特殊鋼鋼材事業（18/３月期予想と18 /３月期実績）

（億円）

＜18/３期実績＞
 売上

・建設機械向けを主体とした販売量の増加
・原材料価格上昇分の売価反映対応により増収となった。

 営業利益
・売上増に伴う増益効果
・主原料価格に加え合金鉄・副資材の価格上昇に

売価対応が届かず小幅な増益に留まった。

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

売上
529売上

402

（億円）

インドネシアのJATIM子会社化による
増収効果（87億円）

18
／
３
期
未
反
映
分

＜19/３期予想＞
 売上

・建設機械を中心とした旺盛な需要が続き高販売量を
維持

・原材料価格上昇分の売価反映の継続
・JATIMの子会社化等により増収を見込む

 営業利益
・更なる原材料価格上昇分の売価対応
・前期未反映分の刈り取り
・受注構成見直し
・コスト改善（受託量増加による操業度改善等）

を進めることにより、増益の見込み。

（億円）
19/３月期予想

＜18/３期実績＞
 売上

・建設機械向けを主体とした販売量の増加
・原材料価格上昇分の売価反映対応により増収となった

 営業利益
・売上増に伴う増益効果
・主原料価格に加え合金鉄・副資材の価格上昇に

売価対応が届かず小幅な増益に留まった

【18 /３月期実績】

【19 /３月期予想】
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売上
467

売上
438

18/３月期予想

18/3期
実績

17/3期
実績

売上
467

売上
479

ばね事業（18/３月期予想と18/３月期実績）

＜18/３期予想 （2017.11月時点）＞

国内は引き続き堅調ながら、北米子会社では数年前の生産
混乱で、受注を控えた影響がでてくる。

北米子会社では、コスト改善を進めるものの、減収影響が
大きく、全体としては減益見通しである。

（億円）
18/３月期実績

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

MSSC CANADA  INC. 繰延税金資産の取り崩しを実行。
※2018-2020年度は顧客の量産開始遅れの影響のため、
３期連続売上減となるが、確立された軽量化技術を適用し、
2021度以降は受注回復を見込んでいる。

＜18/３期実績＞

北米での設備投資によるコスト改善は、顧客への承認作業
が遅れたため、未達となった。

・自巻冷間引抜設備導入による材料歩留改善

・スタビライザ塗装設備導入による内製化

メキシコ・中国スタビライザライン新規立上げ費用の増加に
より減益となった。
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ばね事業（18/３月期実績と19/３月期予想）
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予想

売上
479
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Ahle社の連結子会社化による
増収効果（36億円）

コ
ス
ト
改
善
（
北
米
）

原
材
料
価
格

+6

±0 ±0

（億円）

18/３月期実績

MSSC CANADA  INC. 繰延税金資産の取り崩しを実行。
※2018-2020年度は顧客の量産開始遅れの影響のため、
３期連続売上減となるが、確立された軽量化技術を適用し、
2021度以降は受注回復を見込んでいる。

＜ 19/３期予想＞

北米での設備投資案件は18/３期に顧客承認が完了し、
量産開始となった。19/３期はこれらの改善を見込む。

・自巻材冷間引抜設備導入による材料歩留改善

・スタビライザ塗装設備導入による内製化

廉価材への切替により増益を見込む。

・板ばねの国内材からJATIM社材への適用拡大

・調達先変更によるコストダウン

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

＜18/３期実績＞

北米での設備投資によるコスト改善は、顧客への承認作業
が遅れたため、未達となった。

・自巻冷間引抜設備導入による材料歩留改善

・スタビライザ塗装設備導入による内製化

メキシコ・中国スタビライザライン新規立上げ費用の増加に
より減益となった。
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4

売
上
増

原
材
料
価
格

そ
の
他+3

△7
+5

△1
△1

△2

品
質
改
善
費

研
究
開
発
費

償
却
費
・

4

研
究
開
発
費

償
却
費
・ そ

の
他

売
上
増

+2

+2

△1

△3

△2

2

売
価

原
材
料
価
格

＜18/３期予想 （2017.11月時点）＞

 特殊合金粉末等の拡販効果により増収を見込む。

 主要な合金鉄価格が高騰している。

 売価はサーチャージ対応をしているものの期間差が
残る。

（億円）

17/3期
実績

18/3期
予想

売上
95

売上
101

18/３月期予想

売上
108売上

95

1

売
価

17/3期
実績

18/3期
実績

素形材事業（18/３月期予想と18 /３月期実績）

（億円）
18/３月期実績 ＜18/３期実績＞

 売上は、通信機器用微粉末の増加と
防衛関連船体製品の出荷開始に加え、
自動車向け精密機械加工品の受注増により、
増収となった。

 営業利益は、原材料価格の上昇影響や品質改善関連費
の増加等の影響が大きく、減益となった。

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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1

売
上
増

売
価

そ
の
他

+1
△１

+4 △3

+2 △1

品
質
・コ
ス
ト
改
善

原
材
料
価
格

研
究
開
発
費

償
却
費
・

4

売
上
増

原
材
料
価
格

そ
の
他

+3

△7
+5

△1
△1

△2

品
質
改
善
費

研
究
開
発
費

償
却
費
・

素形材事業（18/３月期実績と19/３月期予想）

（億円）

＜19/３期予想＞

 売上は、耐摩耗鋳鋼品や粉末製品の売価改定及び
下期からのターボ関連部品の受注増加に伴い、
増収を見込む。

 営業利益は、売価の改定とサーチャージ制の見直し
による効果、及び下期からはタービンホイール工場集約
によるコスト低減効果の拡大を図り、増益を見込む。

17/3期
実績

18/3期
実績

売上
108売上

95

1

18/３月期実績

18/3期
実績

19/3期
予想

売上
114売上

108

売
価

3

＜18/３期実績＞

 売上は、通信機器用微粉末の増加と
防衛関連船体製品の出荷開始に加え、
自動車向け精密機械加工品の受注増により、
増収となった。

 営業利益は、原材料価格の上昇影響や
品質改善関連費の増加等の影響が大きく、
減益となった。

（億円）
19/３月期予想

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析



21

6

売
上
減

品
種
構
成

+1
△3

4

18/３月期予想 （億円）

17/3期
実績

18/3期
予想

売上
94 売上

85

＜18/３期予想 （2017.11月時点）＞

 主力の火力発電用ガスタービン部品の受注低迷
の影響は続くが、海上風力発電関連品等で
減収分を一部カバーしていく。

 海上風力発電関連品の新分野製品や短納期品で
ある製缶、メンテナンス等で利益の上積みを図る。

6

品
種
構
成

4
△１

そ
の
他

△１

売
上
減

±0

17/3期
実績

18/3期
実績

売上
93

売上
94

機器装置事業（18/３月期予想と18 /３月期実績）

（億円）
18/３月期実績 ＜18/３期実績＞

 ガスタービン部品、防護装備品の売上減少を
鍛圧機械等でカバーし、売上は前年並みを確保した。

 品種構成の変化、また受注競争に伴う採算性低下に
より減益となった。

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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6

品
種
構
成

4
△１

そ
の
他

△１

売
上
減

±0

4

売
上
増

+2

受
注
採
算
性
低
下

4

△2

機器装置事業（18/３月期実績と19/３月期予想）

17/3期
実績

18/3期
実績

（億円）

18/3期
実績

19/3期
予想

＜19/３期予想＞

 海上風力発電関連品等新分野での売上増を見込む。

 厳しい市場環境により、採算性は引き続き低迷、
損益は前年並み。

売上
106

売上
93

売上
93

売上
94

＜18/３期実績＞

 ガスタービン部品、防護装備品の売上減少を
鍛圧機械等でカバーし、売上は前年並みを確保した。

 品種構成の変化、また受注競争に伴う採算性低下に
より減益となった。

（億円）
19/３月期予想

18/３月期実績

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2018年３月期 実績

Ⅲ. 2019年３月期 通期業績予想

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

Ⅴ. ５分でわかるばね事業

Ⅵ. 2016中期経営計画の進捗
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５分でわかるばね事業

１．沿革

1904年に日本 古のばねメーカーとして東京スプリング製作所設立。紡績用
ばね製造に着手。その後日本で初めて鉄道車両用ばねを製造開始。

２．国内外別売上高比率（％）

５．研究開発

当社は、材料の開発・製造部門を社内に有する一貫メーカーであることが強み

３．どんなところに使われているか

・ばね軽量化（高応力化、中空化、微細化、樹脂）への取り組み

・電気自動車への対応（サスペンションシステムの研究開発）

・自動運転技術への応用（ばね破断予知システムの研究開発）

・ばね材料の現地調達化に向けた取り組み

日本 古のばね製造機

・技術開発センター・鋼材事業部と連携し、高応力材料の自社開発・量産化を実現
・鋼材事業の製造技術を活用し、現地材料の採用を拡大

Ⅴ.５分でわかるばね事業

ばね事業概要

４．特長
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・2018年度売上は、欧州及びメキシコでの売上増を背景に
前年比106％の増収計画

・2020年に向けて、ばね軽量化提案を軸とした売上拡大に加え、
他事業とのシナジー効果による成長戦略を実行

５分でわかるばね事業

グローバル展開と拠点別売上計画

MSSC Ahle GmbH

MSM SPRING INDIA PVT．LTD．

MSSC CANADA INC.

MSSC MFG MEXICANA,
S.A. DE C.V.

寧波菱鋼弾簧有限公司

千葉製作所

MSM CEBU,INC.

96

％

122

％

‘17 ‘18 ‘20

126

％

157

％

‘17 ‘18 ‘20

100

％

106

％

132

％

‘17 ‘18 ‘20

2018年2月より生産開始

2018年4月から連結子会社化

95

％

104

％

‘17 ‘18 ‘20

182

％

382

％

‘17 ‘18 ‘20

MSSC US INC.

ばね事業計

89

％

87

％

107

％

122

％

‘17 ‘18 ‘20 ‘21 ‘22

新規プログラム立上り遅れ
影響で2020年までは減収。
2021年には売上回復予定

Ⅴ.５分でわかるばね事業
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５分でわかるばね事業

ドイツばね製造会社(Ahle社)買収による欧州進出
- グローバルでの供給体制を確立 -
- シナジーにより日本・北米・中国既設拠点ビジネスを拡大 -

名 称 MSSC Ahle GmbH （予定）

所在地 ドイツ ノルトライン＝ヴェストファーレン州 リンドラー市

代表者
Chairman 花村 輝久（当社 執行役員）
Managing Director Götz-Peter Ander

設 立 1904年

＜欧州新拠点の概要＞

欧州拠点紹介

― なぜAhle社? (ドイツ進出背景） ―
<材料調達> ドイツ国内での材料の現地調達化が可能
<人 員> 旧Ahle社リソース活用による円滑な立上げ
<顧 客>  旧Ahle社が有する欧米系自動車メーカーとの窓口活用

所在地

Ⅴ.５分でわかるばね事業
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2018年３月期 実績

Ⅲ. 2019年３月期 通期業績予想

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

Ⅴ. ５分でわかるばね事業

Ⅵ. 2016中期経営計画の進捗
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1,037
1,１87 1,400 

1,700

2,500 

17/3期実績 18/3期実績 19/3期予想 21/3期目標 26/3期目標

売上高

売上高

2016中期経営計画の位置付け

17/3期実績 18/3期実績 19/3期予想 21/3期目標 26/3期目標

売 上 1,037 1,187 1,400 1,700 2,500

営 業 利 益 39 32 50 90 -

経 常 利 益 32 28 45 85 -

R O E 5.9％ 4.7％ 4.7％ 8.0％ 10％超

（億円）

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

2016中期経営計画
「特殊鋼をつくり加工する」会社から
「付加価値を素材から創る」会社へ

長期ビジョン

（億円）

重点施策
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中期経営計画（売上/損益）の進捗

JATIM社連結子会社化を実現した一方、素形材のサブアッセンブリーメーカーのM&Aを見送る等、
施策内容の見直しを行ってはいるが、2020年度の目標については変更しない。

【公表当初】

【施策変更後】

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗
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重点施策の進捗

：計画に対して若干の遅れ：計画通りの進捗

※進捗状況は、中期計画中の全作業量を100%として完了割合を標記した。色分けは計画に対しての進捗度合いを表現した。

：計画に対して半年以上の遅れ

施策 内容 進捗状況

① 室蘭リフレッシュ投資・戦略投資 ・５年間で約130億円の戦略投資・老朽設備更新を計画（31億円実施済）

② ばねのグローバル供給網構築
・メキシコ・中国スタビライザ、インド建機用ばね量産開始
・ドイツばねメーカー（Ahle社)買収。スタビライザ・巻ばね設備新設計画
・顧客要請に対応する為、アセアン地区（タイ・フィリピン）への進出検討中

③ ばねの技術開発力強化
・自動車巻ばね用新材料開発完了 （軽量化率△15％）
・スタビライザ用高応力中空化開発完了 （軽量化率△20％）
・樹脂ばねの開発については量産化に向けて推進中

④ 鋼材のインドネシア拡販 ・建機・自動車・農機等向け引合は旺盛。拡販活動・承認活動を強力に推進中

④+

⑤ シナジー強化（横串）プロジェクト
・コーポレートの機能強化（投融資委員会設置、グローバル管理支援室設置）
・事業部を超えたグループ内シナジー創出の仕組みづくり
（営業本部制への移行による顧客の共有化、営業企画部との協働）

⑥ 技術開発センター
・各種試験設備の導入は計画通り
・ＥＶプロジェクト始動

⑦ 板ばねのグローバル拡販
・タイ・インド向けは計画通り拡販中
・顧客からの要請に応えるべく、インドネシア以外での生産を検討

⑧ 鋼材の海外進出
・ばねとの一貫モデル構築のため、海外進出（インド、北米等）への進出を検討

（協業・出資を含めた検討を慎重に進めている）

⑨
素形材一貫モデル構築 （ＴＣサブアッセンブ
リーメーカーM&A）

・急速なEV化、ディーゼル離れの流れもあり、M&Aについては見送り。

⑨’

⑩ 素形材一貫モデル構築 （素材の自社生産）
・精密鋳造用マスターヒート・精密機械加工品一貫モデル化推進
・千葉製作所にVIM設備を導入（2018年下期）
・粉末用ガスアトマイズ量産炉の新設（2019年上期）

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

素形材一貫モデル構築
（ＴＣサブアッセンとの協業） 【修正施策】

・サブアッセンブリーメーカーとの業務提携による協業を検討中。

JATIM社連結子会社化【次期中期案件の前倒】
・インドネシア合弁事業（JATIM社)を連結子会社化。経営のスピードを速め、更

なる品質・コスト競争力の向上を推進中。

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

20 40 60 80 100
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【進捗１】室蘭リフレッシュ投資・戦略投資

国内基盤の強化：2016年から2020年で130億円の設備投資を推進中

2018年3月末時点で31億円完成 (全体進捗 24％)

取鍋

タンディッシュ

二次冷却帯

【主な完成実績（予定）】
•取鍋予熱 バーナー更新（4基）

⇒ガス使用量を24%削減
•連続鋳造機 二次冷却装置更新Step1
⇒品質向上試験を開始
•RH（脱ガス）真空装置改造
⇒蒸気使用量の削減

リフレッシュ投資

戦略投資

【主な完成実績（予定）】
•圧延予熱炉レキュペレータ更新
•丸棒矯正機 駆動機更新
•基幹システム更新

老朽設備を一新し、安定操業による
収益基盤の強化

連続鋳造機概要（断面図）

【リフレッシュ効果】

・安定操業による稼働率向上
・エネルギー原単位の向上
・工程歩留の向上

コストダウン・品質向上による
メリット額 7億円/年（2020年度）

（2017年6月完成）
（2017年9月完成）
（2018年10月完成見込)

（2017年9月完成）

（2018年3月完成）

（2018年11月完成予定）

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

フル生産を安定継続中
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連結子会社化し、技術・品質・商品開発力の一層の強化を図る

 当社から社長を派遣する等、リソースを投入することで経営のスピードを加速
 品質向上の為の追加投資
 技術要員の追加派遣
 JIS取得（2018年度取得目標）

【進捗２】 ＪＡＴＩＭ社連結子会社化

 アセアン市場の拡大による需要増と現調化ニーズの取り込みにより、2021年からはフル生産の予定。

 更なる需要増に応えるため、次期中計にて生産能力の増強を検討。

0

5

10

15

20

2016

実績

2017 

実績

2018

計画

2019

計画

2020

計画

2021

計画

売上量(丸鋼) 売上量(平鋼)

生産能力：１８万トン/年

【JATIM社 生産量実績・計画】

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

（
万
ト
ン
／
年
）
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【進捗３】千葉製作所マザー工場化構想

•ばね材の高応力対応
材料開発・残留応力付与・
結晶粒微細化etc

・電気自動車への対応

先端技術の研究開発 エンジニア育成
グローバル開発基盤の強化

技術力の向上、品質管理強化

特殊鋼鋼材・ばね・素形材・技術開発センター 一体となって「付加価値を素材から創る」マザー工場を形成

技術開発センター

【千葉製作所内】

• 精密鋳造ライン

2019年2月 生産開始予定

・ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ装置の検討
量産設備の導入

• ばね量産試作ライン
スタビライザコンパクトライン完成
（2017年10月）

• 高応力中空ｽﾀﾋﾞﾗｻﾞの検討

マザー工場化

•耐熱鋼の開発

•ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ粉末の開発
（金属3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ用微粉末）

・VIM（真空溶解炉）
新素材の開発

2019年3月に生産開始予定

特
殊
鋼
鋼
材

素
形
材

ば
ね

精密鋳造ラインへの素材供給

VIM（真空溶解炉）

ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ粉末の開発

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗
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部門 研究開発項目 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期

ばね

ばね軽量化

高応力ばね鋼の開発

ばね材料現調化への
評価試験

鋼材
高清浄度鋼の開発

VIMでの材料開発・量産対応
（VIM：真空溶解炉）

素形材 耐熱鋼開発(ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ用)

特殊鋼粉末の開発

全社

電気自動車への対応

IoT：生産ﾗｲﾝの効率化

IoT：高付加価値製品の開発

【進捗４】技術開発センター（開発計画）

ｲﾝﾄﾞ、北米 メキシコ他 欧州他 評価試験

高応力ばね鋼
1300MPa

高応力ばね鋼の開発
1500MPa高応力ばね鋼 1400MPa

1300MPa 承認活動

高応力・中空化、微細化 樹脂ばね

精鋳用 マスターヒート

開発鋼製造（ばね鋼他）
VIM設備導入

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ研究、ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀｰ対応

破断予知ｼｽﾃﾑ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ異常検知ｼｽﾃﾑ）

見える化、検査の自動化 ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ・ﾏｰｷﾝｸﾞ

他社ベンチマーク

高清浄度鋼、高疲労寿命鋼の開発

ﾀｰﾋﾞﾝﾎｲｰﾙ方案、材料評価支援 ｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞ用 高耐熱鋼の開発

3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ用（ｶﾞｽｱﾄ粉末） ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ量産化設備導入

軟磁性粉末高性能化（絶縁処理） 軟磁性粉末高特性材料開発

★EV-PJ開始

今年度より、大学との
共同基礎研究を開始

（電気駆動・制御技術、
蓄電・給電技術等）

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

計画
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【中期経営計画進捗のまとめ】 Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

①グローバル
サプライヤー化

Ahle社を100％子会社化
グローバル供給網の確立

②「特殊鋼をつくり加工する」
モデルのさらなる強化 ＆

インドネシア成果刈り取り

鋼材・ばねシナジー
JATIM社のマジョリティを取得
板ばね材への使用

③素形材において
「付加価値を素材から創る」
モデルの構築

ＶＩＭ導入によりタービン
ホイール等の素材内製化

中期経営計画の目標達成に向けて、
グループ一丸となり、総力をあげて取り組んでいます。



＜将来見通しに関する注意事項＞
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


